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特別作業班創設の背景

◎
 

3月の外部レビューで低周波化が提案される

• 懸架ファイバーを通じて鏡の冷却が行なわれる

• ハイパワー干渉計

 
→ 太ファイバー

 
→ 懸架系熱雑音大

• 地下設置の利点が生かされてない

• 低パワー＋細ファイバーで低周波の感度向上を目指すべき

◎
 

LCGT-LF特別作業班創設

• 第一回作業部会メンバー

黒田、神田、高橋、麻生、山元、端山、我妻、宗宮

• 第二回作業部会

→ 必要性も含めて今日話し合う



特別作業班創設のスコープ

◎ 低温干渉計の意義について考える

• LCGTの感度を制限する要因

• ファイバーを細くすれば問題は解決するのか

• LCGTとaLIGOをBRSEの変位感度で比較

◎
 

低周波化のメリットについて考える

◎ 広帯域LCGT-LFの検討

◎ 狭帯域LCGT-LFの検討

• 低周波／高周波の重力波源

• 狭帯域化のリスク

• 少しだけ出力を下げて得するかどうか考える

• 20~50HzでaLIGOより数倍感度をもつ干渉計が可能か考える



事前調査の結果

• 26人のLCGT関係者にアンケートをとったところ
低周波特化に賛成or条件付賛成 … 9人

反対orやや反対 … 13人
中立2人、無回答2人

• 外部レビュワーは8人全員が賛成
※ただしこの時点では、感度を見ずに議論している

• 感度を見せて何人かにメールで意見を聞いたところ
「低周波特化すればもっといい感度が出るのかと思った」
「低温にした割に他とあまり変わらないのは奇妙だ」
「aLIGOより開始が遅れることを想定すると、重力波
ネットワークの中でなにか秀でている要素がほしい」
との回答を得た



事前調査の結果

アンケートで出てきた主な意見は以下の通り

◎ 中性子連星合体が見られなくなるのはよくない

◎ BBHのマス比はリングダウンでは分からないが、
星形成を紐解くのに重要な情報である

◎ 高周波なら日本単独検出の可能性が残る

◎ 非定常雑音は低周波ほど厳しい

◎ 低周波防振は難しいのでそこで冒険するのは危険

◎ 最先端以降のお金がつかないことも想定するべき



感度の比較

IR=309Mpc (aLIGO), 242Mpc (AdVirgo), 273 (LCGT)
※

 
309Mpc x ¾

 
=231Mpc

サスペンション熱雑音がLCGTの感度を制限しているのだろうか?



サスペンション熱雑音がない場合

LCGTのIRは301Mpcとなる
 

(再最適化後)

低周波はdetuningのせいで悪いだけで、あまり変わらない
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